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【公報種別】特許法第１７条の２の規定による補正の掲載
【部門区分】第６部門第２区分
【発行日】平成28年3月3日(2016.3.3)

【公開番号】特開2015-194749(P2015-194749A)
【公開日】平成27年11月5日(2015.11.5)
【年通号数】公開・登録公報2015-068
【出願番号】特願2015-59000(P2015-59000)
【国際特許分類】
   Ｇ０３Ｇ  15/20     (2006.01)
【ＦＩ】
   Ｇ０３Ｇ   15/20     ５１５　

【手続補正書】
【提出日】平成28年1月7日(2016.1.7)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　記録材に画像を形成する画像形成装置であって、
　トナー画像が転写された記録材を加熱する加熱ユニットと、
　前記加熱ユニットとの間でニップ部を形成し、搬送される記録材を前記ニップ部におい
て前記加熱ユニットに圧接させる加圧ユニットと、
　前記加熱ユニットまたは前記加圧ユニットの表層から内部の導電部が露出する状態にな
った場合でも、前記加熱ユニットと前記加圧ユニットとの間に放電が生じない電圧を前記
加熱ユニットと前記加圧ユニットの少なくともいずれか一方に印加する制御ユニットと
　を具備することを特徴とする画像形成装置。
【請求項２】
　前記制御ユニットは、前記放電が生じない電圧を記録材が前記ニップ部に存在しないと
きに印加することを特徴とする請求項１に記載の画像形成装置。
【請求項３】
　前記制御ユニットは、前記放電が生じない電圧として、第１の電圧を印加した後に前記
第１の電圧と同じ極性であって絶対値が前記第１の電圧より大きい第２の電圧を印加する
ことを特徴とする請求項１又は請求項２に記載の画像形成装置。
【請求項４】
　前記制御ユニットは、印刷ジョブの終了動作中に前記第１の電圧を印加し、印刷ジョブ
準備動作中に前記第２の電圧を印加することを特徴とする請求項３に記載の画像形成装置
。
【請求項５】
　前記制御ユニットは、印刷ジョブ実行中に搬送される先の記録材と次の記録材との間で
、前記先の記録材及び前記次の記録材のいずれもが前記ニップ部に存在しないときに、前
記第１の電圧を印加した後に前記第２の電圧を印加することを特徴とする請求項３に記載
の画像形成装置。
【請求項６】
　環境条件を検知する環境検知ユニットをさらに有し、
　前記制御ユニットは前記第１の電圧の電圧値を前記環境検知ユニットの検知結果に基づ
いて決定することを特徴とする請求項３乃至請求項５の何れか一項に記載の画像形成装置
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【請求項７】
　前記制御ユニットは、前記放電が生じない電圧を所定の時間、印加することを特徴とす
る請求項１乃至請求項６のいずれか一項に記載の画像形成装置。
【請求項８】
　前記所定の時間は、回転体である前記加圧ユニットの少なくとも１回転に相当する時間
であることを特徴とする請求項７に記載の画像形成装置。
【請求項９】
　記録材に画像を形成する画像形成装置であって、
　トナー画像が転写された記録材を加熱する加熱ユニットと、
　前記加熱ユニットとの間でニップ部を形成し、搬送される記録材を前記ニップ部におい
て前記加熱ユニットに圧接させる加圧ユニットと、
　前記加圧ユニットの表層から内部の導電部が露出する状態になった場合でも、記加熱ユ
ニットと前記加圧ユニットとの間に放電が生じない電圧を前記加熱ユニットに印加する制
御ユニットと
　を具備することを特徴とする画像形成装置。
【請求項１０】
　前記制御ユニットは、前記放電が生じない電圧を記録材が前記ニップ部に存在しないと
きに印加することを特徴とする請求項９に記載の画像形成装置。
【請求項１１】
　前記制御ユニットは、前記放電が生じない電圧として、第１の電圧を印加した後に前記
第１の電圧と同じ極性であって絶対値が前記第１の電圧より大きい第２の電圧を印加する
ことを特徴とする請求項９又は請求項１０の何れか一項に記載の画像形成装置。
【請求項１２】
　前記制御ユニットは、印刷ジョブの終了動作中に前記第１の電圧を印加し、前記印刷ジ
ョブの次の印刷ジョブの準備動作中に前記第２の電圧を印加することを特徴とする請求項
１１に記載の画像形成装置。
【請求項１３】
　前記制御ユニットは、印刷ジョブ実行中に搬送される先の記録材と次の記録材との間で
、前記先の記録材及び前記次の記録材のいずれもが前記ニップ部に存在しないときに、前
記第１の電圧を印加した後に前記第２の電圧を印加することを特徴とする請求項１１に記
載の画像形成装置。
【請求項１４】
　環境条件を検知する環境検知ユニットをさらに有し、
　前記制御ユニットは前記第１の電圧の電圧値を前記環境検知ユニットの検知結果に基づ
いて決定することを特徴とする請求項１１乃至請求項１３の何れか一項に記載の画像形成
装置。
【請求項１５】
　前記制御ユニットは、前記放電が生じない電圧を所定の時間、印加することを特徴とす
る請求項９乃至請求項１４の何れか一項に記載の画像形成装置。
【請求項１６】
　前記所定の時間は、回転体である前記加圧ユニットの少なくとも１回転に相当する時間
であることを特徴とする請求項１５に記載の画像形成装置。
【手続補正２】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】０００８
【補正方法】変更
【補正の内容】
【０００８】
　したがって、本発明は、加熱ユニットと加圧ユニットの少なくともいずれか一方に電圧
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を印加する場合に、加熱ユニット又は加圧ユニットが放電によりダメージを受けることを
防止することのできる画像形成装置を提供する。
【手続補正３】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】０００９
【補正方法】変更
【補正の内容】
【０００９】
　このため本発明の代表的な構成の画像形成装置は、記録材に画像を形成する画像形成装
置であって、トナー画像が転写された前記記録材を加熱する加熱ユニットと、前記加熱ユ
ニットとの間でニップ部を形成し、搬送される前記記録材を前記ニップ部において前記加
熱ユニットに圧接させる加圧ユニットと、前記加熱ユニットまたは前記加圧ユニットの表
層から内部の導電部が露出する状態になった場合でも、前記加熱ユニットと前記加圧ユニ
ットとの間に放電が生じない電圧を前記加熱ユニットと前記加圧ユニットの少なくともい
ずれか一方に印加する制御ユニットとを具備することを特徴とする。
【手続補正４】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００１０
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００１０】
　本発明では、加熱ユニットと加圧ユニットの少なくともいずれか一方に電圧を印加する
場合に、加熱ユニット又は加圧ユニットが放電によりダメージを受けることを防止するこ
とができる。
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